
１章 確率 
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演習 1 

 ⑴ n 回終了したとき，偶数である確率が pnであるから，奇数である確率は np1 である。 

1 回の試行で，偶数を引く確率は
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演習 2 

 ⑴ 1 回の試行で 1 の目の出る確率は
6

1
 

k 回目までに 3 回目の 1 の目が出るのは， 1k 回目までに，1 の目が 2 回出て k 回目に 3 回目の 1 の目

が出ることである。 

したがって，
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⑵ 1 kk pp  となる k の値の範囲を求める。 
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これより 

 ＞＞＜＜＜＜ 1413121110 pppppp   

がなりたつ。 

よって， 12k または 13 のとき pkは最大となる。 

 


